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肉 豚 の 飼 養 法 に 関 す る 試 験

一 日中における飼料給与時間の差異が採食行動ならびに産肉性におよばす影響
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1ま え が き

最近,肉豚の枝肉格付上物率の低下が著しく,その改善
が強く要望されている。豚の改良は勿論のこと,特に多頭
飼育の省力化により,飼料の不断給与の飼養法に問題があ
ると考えられる。その改善法として飼料の適正な給与法に

ついての確立を図る必要がある。
そこで飼料の給与法についての基礎的研究資料を得るた

め,肥育育成期における飼料の採食行動について究明し,
併せて飼料給与時間の差異が産肉性に及ぼす影響について

検討し,効率のよい良質の肉生産をはかる。

2 試 験 方 法
供試豚は当場生産子豚 L種 2腹 12頭を用い,表 1の とお
り区分し,群肥育とした。
試験期間は昭和 53年 1月 21日 から同年 5月 2日 までの

101日 間 (群平均体重36りから,6旬 )と し,飼料は豚産肉
能力検定飼料を用いた。日中の採食行動に関する調査は,

第 1回 日は昭和53年 2月 14日 から16日 までの3日間, 群
平均体重が対照区 521り ,試験区 512的時に,第 2回 日は

同年 3月 14日 から15日 までの2日間,群平均体重が対照
区 721″ ,試験区 680″時に実施した。飼槽はウォーター

カップにより自由飲水とした。肥育終了時の屠殺解体並び

に居体調査は豚産肉能力後代検定の方法に準じて行なった。

6試 験 結 果

1 時刻
"1に

よる各区の群平均採食所要時:題 と採食回数

並びに採食量。

各区群平均の調査成績を示すと,表 2の とおりである。
(n 採食所要時間 :第 1回 目では, 日中の群平均採食所
要時間は対照区 1099分 ,試験区 1514分採食し, 試験区
は対照区より415分長く採食した。また第2回 日では,対
照区 806分 ,試験区 128分 採食し,対 照区より試験区が

表 2 時刻別による各区の群平均採食所要時間
と採食回数並びに採食量

図 1 時刻毎の採食所要時間

474分長く採食した。従っていずれの調査においても試験
区は採食7・1要 lll間が長い傾向を示した。また第 2回 日は,

第 1回 目に比較して,対照,試験の両区は,夫 々293λ
234分 と少なかった。
これを時刻毎に図示すると,図 1の とおりである。
即ち,第 1回 日では,対照区が試験区に比較して各時刻
においても採食所要時間が短かく,かつ時刻毎の飼料の採
食状況も両区ともl・lじ様な傾向を示した。日中のうち,最
も多い採食時刻は,第 1回 目では対照,試験の両区共に給餌

器開口直後の 8時～ 9時までで,採食所要時間は対照区30
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分,試験区 359分であつた。それ以降対照区lま漸次急激な

減少を示し,12時頃が最低となり,更に13時頃より漸次増
加の傾向を示し, 14時～ 15時 までの時刻が 202分 と最高
の採食所要時間を示した。試験区では,9時～ 10時までの
採食所要時間がやゝ減少し,それ以降急激に減少した。ま
た12時頃より漸次著しい増加の傾向を示し,13時～ 14時
までの時刻が 265分 と最高となり, 15時以降顕著な減少
を示した。第 2回 自では対照区が8時～ 9時までの時刻を

除き,いずれの時刻においても20分以下で採食しない時刻

も日立つた。最多採食所要時刻は 8時～ 9時までが 265分
で,次いで 14時～15時までが178分であった。試験区で
は 8時～9時までが349分で,次いで10時～ 11時,14時
～ 15時で夫々26分 , 24分であつた。それ以外の時刻では

20分以下で,採食所要時間にやゝ′(ラ ツキがあり,ま た採
食しない時刻もあった。

(' 飼料の採食回数と採食量
第1回 日では,採食回数が対照区 70回,試験区103回
であった。採食量では対照区 16り,試験区 22的で試験区
が多かつたが,しかし,対照区が16時以降翌朝 8時までの

夜間 09″を採食しており, これを1日 当りの採食量で示
すと,25″ となり,試験区より03″多く採食した。第 2
回目では,採食回数が対照,試験の両区は夫々45回 ,62
回で,第 1回 目に比較し,採食回数が著しく少なかつた。
採食量では,対照区16り,試験区 22りであったが,対照
区は夜問 18り 採食しており, しかも日中の採食量より多
く,1日 当りの採食量は34的で,試験区より12均多く採
食した。

2発 育
肥育期間中の発育成績を曲線で示すと,図 2の とおりで
ある。即ち試験区は

'巴

育開始当初より若千発育の停滞がみ

られたが,開始後50日 (体重68均 )頃より増体重が著しく

表 3 所要日数と1日 平均増体重並びに飼料要求率

4 要     約
1 採食時刻は,第 1回 日では対照区が 8時～ 9時が最
も多く採食し,次いで 14時～15時であった。試験区は8
時～ 10時が最も多く,次いで13時～ 15時であった。第 2
回日では対照区が第1回 日と同様な傾向を示し,試験区は
8時～ 9時が最も多く,次いで10時～ 11時,14時～15時
の順であつた。

2 採食所要時間は, 第 1回 目では対照区が 1099分 ,

試験区 1514分であり,第 2回 日では対照区が 806分,試
験区 128分 であつた。

3 採食回数は,第 1回 日では対照区が 70回 ,試験区

良好となり,調査終了時には,対照区と殆んど差が認めら
れなかった。

図 2発 育 曲 線

3 所要日数と1日平均増体重並びに飼料要求率
表3に 示すとおり,所要日数では対照区 826日 ,試験区
830日 で両区に殆んど差がなく, これを1日 平均増体重で

示すと,対照区 719± 4677,試験区 715± 730′ であつ
た。また発育の斉一性では試験区のパラツキがやゝ目立つ

た。飼料消費量では,対照区 2087り ,試験区 2002りであ
り, これを飼料要求率で表わすと, 対照区 353,試験区
342で試験区がや 低ゝい傾向にあつた。
4 屠体成績
表 4に 示す如 く,各調査項 目において顕著な差は認め
られなかつたが, ロースの断面積において対照区が 145イ

と著しく細い傾向を示したが,不断給与によるものではな
く,個体によるパラツキが大きいためと考察された。

が103回であり,第 2回 目では対照,試験の両区は夫々

45回 , 62回 であった。
4 採食量は, 第1回 日では対照区が日中 16″,夜間
09り,計 25″で,試験区は22均であった。第 2回 日で
は対照区が日中 16り,夜間 18り,計 34りで,試験区は
22切であつた。
5 1日 平均増体重は対照区が719± 476ア で,試験区
は 715± 7307であった。
6 飼料要求率は,対照,試験の両区は夫々353,342
であつた。

7 屠体成績は,各調査項目において著しい差は認めら
れなかった。
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